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研究要旨 
 我々は昨年度、検診機会に梅毒検査を実施する根拠として、国内で流行する梅毒
が一部の性的リスクを抱える集団だけで無く広く一般住民に流行していることを
証明するため、梅毒疑い患者から採取した検体から梅毒トレポネーマを検出し、梅
毒トレポネーマの遺伝子型別を実施した。その結果、異性愛者の男女で流行する梅
毒トレポネーマの型と同性愛男性の間で流行する型が異なることを日本で初めて
報告し（J Clin Microbiol.2019 Vol.57(1),doi:10.1128/JCM.01148-18.）、一般住民
に対する梅毒検査勧奨の必要性を明らかにした。その際、梅毒トレポネーマに紛れ
て、風土病梅毒（ベジェル）の病原体である Treponema pallidum subsp. 
endemicum（TEN）を 2 検体、遺伝子型別により同定した。 

そこで、今年度は梅毒疑い患者から同意を得て採取した皮膚潰瘍病変滲出液のス
ワブ検体あるいは尿検体の例数を増やし、TEN の探索を行った。方法としては、
昨年同様検体より DNA を抽出し、Treponema pallidum で共通な遺伝子（TpN47, 
polA）を増幅し、増幅のみられた 34 例の検体 DNA より、tp0548 遺伝子と tp0856
遺伝子を増幅、塩基配列を解読し、この２つの遺伝子を繋いだ遺伝子系統樹解析を
行い新たに５例の TEN の同定を行った。 
昨年度、国内で流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイピング研究を実施した際

には、TpN47 領域と polA 領域の核酸増幅検査が陽性となった 36 例中２例が TEN
であったため、これらを合計すると、これまで解析した梅毒症例から得た検体 70
例中７例（10.0%）が梅毒トレポネーマ Treponema pallidum subsp. pallidum 
(TPA)ではなく TEN であることが明らかとなった。 

TEN 感染患者はいずれも MSM であり、海外渡航歴のない者も含まれており、
また海外渡航歴がある患者も渡航時期と病期が一致しないため、国内感染が強く示
唆されたため、これらの TEN 感染患者（ベジェル患者）を日本国内における TEN
感 染 初 事 例 と し て 、 海 外 の 専 門 誌 に 報 告 し た （ Emerg Infect Dis. 
2019;25(8):1581-1583. https://dx.doi.org/10.3201/eid2508.181690）。 
 

Ａ.研究目的 
当研究班の研究目的の一つとして、研究成果

を自治体に還元し、感染症法に基づく「後天性
免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針」
に定められる「職域検診ＨＩＶ･性感染症検査
モデル事業」を普及させることがある。対象と
なる自治体（いわゆるエイズ対策における重点
都道府県、政令市等）の中には、ゲイ･バイセ
クシュアル男性に対する HIV 対策にこれまで

力を注いできた自治体が少なくない。そうした
自治体の中には、健診の機会を利用して HIV
検査･梅毒検査を検診受診者全体に勧めること
を、ゲイ･バイセクシュアル男性といった、い
わゆる個別施策層を対象としたエイズ対策か
ら、広く一般住民を対象とした施策への転換と
捉える自治体が存在した。またそのような自治
体の中には、一般住民が受診する健診における
HIV･梅毒検査の受検勧奨を自治体が推進して
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いくために、梅毒がゲイ･バイセクシュアル男
性以外にも広く感染拡大していることを裏付
けるエビデンスを要望する自治体も存在した。 

そこで我々は、昨年度の本研究において、梅
毒の流行状況を調査する目的で、我々が 2013
年 9 月より 2017 年 8 月まで採取した梅毒トレ
ポネーマの遺伝子型別を行い、ゲイ･バイセク
シャル男性から検出した梅毒トレポネーマの
遺伝子型と、異性愛者の男女から検出した梅毒
トレポネーマの遺伝子型の傾向が異なること
を明らかにし、同性間で感染が拡大した梅毒ト
レポネーマが異性愛者の男女へ感染が拡大し
た訳では無いことを示唆している結果を得て、
国内で初めて報告した（J Clin Microbiol.2019 
Vol.57(1),doi:10.1128/JCM.01148-18.）。 

この調査研究の過程で、我々は梅毒トレポネ
ーマ Treponema pallidum subsp. pallidum 
(TPA)とは異なる遺伝子型の Treponema 
pallidum を検出し、解析の結果、このうちの
2 件が風土病梅毒（ベジェル）の病原体である
Treponema pallidum subsp. endemicum
（TEN）であることを見いだした。今年度は、
梅毒疑い患者から同意を得て採取した皮膚潰
瘍病変滲出液のスワブ検体あるいは尿検体の
例数を増やし、TEN の探索を行った。 

 
Ｂ.研究方法 

梅毒疑い患者から同意を得て採取した皮膚
潰瘍病変滲出液のスワブ検体あるいは尿検体
より DNA を抽出し、Treponema pallidum で
共通な遺伝子（TpN47, polA）を増幅し、増幅
のみられた検体 DNA より、tp0548 遺伝子と
tp0856 遺伝子を増幅、塩基配列を解読し、こ
の 2 つの遺伝子を繋いだ遺伝子系統樹解析を
行うことで TEN の同定を行った。 
（倫理面の配慮） 
本研究は地方独立行政法人 大阪健康安全基
盤研究所倫理審査委員会の承認を得て実施し
た。（申請番号：0810-05-4、1802-077） 
 
Ｃ.研究結果 

昨年同様スワブ検体あるいは尿検体より
DNA を抽出し、Treponema pallidum で共通
な遺伝子（TpN47, polA）を増幅し、増幅のみ
られた 34 例の検体 DNA より、tp0548 遺伝子
と tp0856 遺伝子を増幅、塩基配列を解読し、
この 2 つの遺伝子を繋いだ遺伝子系統樹解析
を行い、新たに５例の TEN の同定を行った。 

昨年度、国内で流行する梅毒トレポネーマの
遺伝子タイピング研究を実施した際には、
TpN47 領域と polA 領域の核酸増幅検査が陽
性となった 36 例中 2 例がTEN であったため、

これらを合計すると、これまで解析した梅毒症
例から得た検体 70 例中７例（10.0%）が TPA
の感染事例ではなくTENの感染事例であるこ
とが明らかとなった。このうち一部を日本国内
における TEN 感染の初事例として、海外の専
門 誌 に 報 告 し た （ Emerg Infect Dis. 
2019;25(8):1581-1583.https://dx.doi.org/10.3
201/eid2508.181690）。 

TEN 感染患者はいずれも MSM であり、海
外渡航歴のない者も含まれており、また海外渡
航歴がある患者も渡航時期と病期が一致しな
いため、国内において TEN に感染した可能性
が強く示唆された。 
 
Ｄ.考察 
国内で流行する梅毒トレポネーマの遺伝子

タイピングを行う過程で風土病性トレポネー
マ症であるベジェルの病原体 Treponema 
pallidum subsp. endemicum (TEN)を国内で
初めて発見した。TEN は、形態学的・血清学
的に TPA、TPE、T. carateum と区別できず、
また感染初期の臨床症状が梅毒と似ていると
報告されている。つまり、通常の抗体検査では
梅毒とベジェルの鑑別はできず、国内で流行し
ている梅毒感染に紛れて、TEN が感染拡大し
ている可能性がある。さらに、これらの病原体
は少なくとも 99%のゲノム DNA 配列の相同
性を有しており、TpN47 領域、polA 領域は、
TPA と他の風土病性トレポネーマ症の病原体
の遺伝子と遺伝学的に差が小さいため、風土病
性トレポネーマ症を鑑別するには、TPA の遺
伝子と相同性の低い領域を標的とした核酸検
査が必要である。また、現状ではこのような核
酸検査は保健診療外である。治療に関しては幸
いなことに、ベジェルは梅毒と同じ抗菌薬治療
が奏功する。海外ではペニシリンまたはアジス
ロマイシンの単回投与が推奨されている。日本
ではペニシリンの単回注射製剤が未承認のた
め使用できないので、梅毒の治療法と同じペニ
シリン製剤の経口投与が適応される。また今回、
23S rRNA 遺伝子領域の解析が不可能であっ
た 1 事例を除くすべてのTEN 株にマクロライ
ド系抗菌薬の耐性変異と考えられている 23S 
rRNA 遺伝子の A2058G 変異が検出されたた
め、ペニシリンに対するアレルギーを持つ梅毒
患者への第二選択薬とされるアジスロマイシ
ンは推奨できない。 
 
Ｅ.結論 
 日本国内で初めてベジェルの病原体である
TEN の感染事例が梅毒症例に紛れて存在する
ことを発見し報告した。このことは学術的･国
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際的に大きな成果といえる。今回我々が TEN
を初めて発見できたのは、梅毒トレポネーマの
分子疫学研究を精力的に実施した成果と考え
る。 
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